
事業概要：

（2）実施事業の概要 八代市における文化遺産の公開活用及び地域活性化事業

（1）補助金額 8 補助事業の概要

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

熊本県・八代市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

事業実施に際しては、八代市が全体計画の調整、指導等を行う。
主な担当課と役割

○ 文化振興課（文化財保護担当課）
文化財の取扱等に関する指導助言、体験事業及び発表会等に関する調整及び連携

○ 観光振興課
観光業務に関する調整及び連携

事業の実施については、次の団体が行う。
八代市伝統文化活性化協議会（会長：八代市長）

構成団体：熊本県県南広域本部、八代市、八代市教育委員会、八代商工会議所、八代妙見祭保存
                振興会、八代市商工会、八代経済開発同友会、八代青年会議所、八代史談会、八代笹
                の会、八代中央街連合会、通町商店街振興組合、八代旅館組合、ＤＭＯやつしろ、や
                つしろ観光ガイド協会、久連子古代踊保存会、八代市民俗文化財保存連合会、鏡町印
                鑰神社鮒取り神事実行委員会、鏡町観音堂十八夜祭実行委員会、妙見祭と能を考える
                会、八代市文化財保護委員会、八代市文化協会、オブザーバー（熊本県教育庁文化課、
                熊本県文化企画・世界遺産推進課）

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 八代市文化遺産公開活用・地域活性化事業

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

八代市は人口約130,000人を有する熊本県南部の拠点都市である。
当市は、平成21年3月に「八代市文化振興計画」を策定し、

1.豊かな感性と創造性を育むまち、2.八代市の文化がみえるまち、3.文化資源を継承・活用するまち
を基本目標に据え、伝統文化の継承・活用と新しい八代の文化創造による地域の活性化を目指している。

上記のうち「文化力でやつしろを元気にする」重点プロジェクトに沿って、下記の事業の実施を図る。

【 計画する事業 】

(1)重要無形民俗文化財(八代妙見祭の神幸行事)に親しむ体験を通しての普及啓発事業
(2)記録作成等の措置を講ずるべき無形の民俗文化財「植柳盆踊り」の調査研究事業

    (3)八代妙見祭後継者養成事業及び八代伝統芸能衣装方後継者養成事業
    (4)八代妙見祭をはじめとした市内各地に多数存在する民俗文化財の維持継承事業

特に、八代妙見祭の神幸行事については、平成28年12月に「山・鉾・屋台行事」としてユネスコ無形文化遺産に
登録されたことを受け、市民がその文化的価値を再認識し無形文化財の保存継承に対する関心が高まっている。ま
た、妙見祭以外にも本市には誇るべき民俗文化財が多数継承されており、その保護団体が後継者問題等共通する課
題解決のため平成27年12月に「八代市民俗文化財保存連合会」を設立し保存継承に取り組んでいる。

本事業の実施により、これらの永く伝えられてきた八代地域の精神風土を次世代へ確実に継承するための伝統文
化団体等の後継者養成とともに、それらを活かした地域活性化の取り組みを展開し、伝統行事の認知度向上による
持続可能な文化遺産の保存継承を目指す。

地域文化遺産活性化

平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

本事業の実施により、市民が文化的資源の価値・魅力を再認識することに繋がり、地域資源の価値・魅力の向上
と地域コミュニティの活性化が図られる。また、地域間の交流・連携の深化による地域特性を活かした文化振興や
インバウンドを含めた地域内外の交流人口の拡大が期待できるほか、地域伝統文化の後継者の継続的確保を行うた
め若年時から体験できる機会を設け、地域を愛する心や伝統文化を継承していく意識付けなど、次世代への確実な
保存継承を図ることができる。

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

～平成28年度交付決定額： 40,778 千円 平成29年度申請額： 3,628 千円

様式１－１



 12 担当部局

市域全体を歴史・文化の観点から捉え、各種施策を統合して文化財を保護するとともに、歴史と文化を中核とし
て活かした地域づくりを行っていくため、平成28年度より「八代市歴史文化基本構想策定事業」を実施。

現在、既刊の各市町村史や文化財調査報告書等など文化財に関する基礎的情報を把握するとともに、歴史環境や
自然環境などの地域の基本的構造・関連計画などの収集を行っている。今後は、収集・把握した文化財についての
現況調査や未調査の分野や未調査地域の文化財について継続的に調査を行い、平成30年度に基本構想の策定を完了
する予定。

また、平成28年度より開始した景観計画策定の動きに合わせて、歴史的風致維持向上計画策定も順次進める予
定。

地方公共団体
担当部局課

熊本県 八代市 経済文化交流部 文化振興課

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等



設定根拠１：
H28.12月のユネスコ無形文化遺産登録を受け、文化的価値の再認識が図られるとともに受入態勢の
拡充を図ることから、H28年度の入込客数実績を10%増した数値を目標値として設定する。

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

28 年度 200,000 （単位） ⇒ 平成 33

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の祭礼行事等への入込客数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 八代妙見祭神幸行事当日の入込客数 関連事業: ①③

年度 220,000 （単位）目標値１： 平成

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

（単位） （単位） （単位） （単位）（単位） （単位）

様式１－１別紙①



 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： ちびっこ妙見祭事業 実施団体： 八代妙見祭保存振興会

32 年度 平成 33平成 29 年度 平成

具体的な指標： 獅子、奴、流鏑馬、亀蛇の各保存会への新規入会者数

目標値：

・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）評価指標区分：

事業③： 八代妙見祭後継者養成事業 実施団体： 八代妙見祭保存振興会

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： ちびっこ妙見祭参加者数

目標値： 平成 28 年度 4,500

～ 平成 33 年度

事業概要：
八代妙見祭の神幸行事をはじめとする八代地域の伝統行事について、子供達が楽しむフェステ

バルとしとして開催し、各種伝統行事のより一層の認知度の向上と団体間の交流促進を図る。

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度

33 年度 平成 34 年度

人 人

31 年度 平成 32 年度 平成

人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成

人 ⇒ 平成 33 年度 6,000

～ 平成 29 年度

事業概要：

八代市植柳地区に伝承される「植柳盆踊り」は、長年にわたる保存会及び地域の努力によって
保存継承されているが、踊りの担い手、演目、行事日程、地域を取り巻く社会環境等に変化がみ
られることから学術調査を行い、近隣の民俗芸能との比較により、その特徴を明らかにしたする
ため、調査会議・現地調査・民俗芸能調査・史料調査・資料調査・講演会等を実施する。

事業②： 植柳盆踊調査事業 実施団体： 八代市伝統文化活性化協議会

事業区分： 調査研究 事業期間： 平成 27 年度

人人 人 人

回

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成

回 ⇒ 平成 33 年度 30

評価指標区分： ・記録映像の貸し出し（又は利用）回数等 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
公民館や保育園・幼稚園・小学校等主要機関に配布する報告書及びDVDの貸し出し年間10回程度
と設定

目標値： 平成 28 年度 0

回回 回 回

33 年度 平成 34 年度

回 回

31 年度 平成 32 年度 平成

平成 33 年度 32 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 0 人 ⇒

～ 平成 33 年度

事業概要：
ユネスコ無形文化遺産「山・鉾・屋台行事」のひとつ八代妙見祭について、行列出し物の後継者
を養成するため、技術を伝承する講習会を開催する。

事業区分： 後継者養成 事業期間： 平成 29 年度

人 人 人

年度 平成 34 年度

人 人 人

30 年度 平成 31 年度 平成

様式１－１別紙②


